
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
六
九

◎
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律�

�

（
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
法
律
第
七
五
号
）（
衆
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
四
月
一
〇
日
・
衆
議
院
憲
法
審
査
会
）

○
船
田
議
員　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
出
者
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
趣
旨
及
び
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
五
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関

す
る
法
律
に
は
、
そ
の
附
則
に
三
つ
の
検
討
課
題
、
い
わ
ゆ
る
三
つ
の
宿

題
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
選
挙
権
年
齢
等
の
十
八
歳
へ
の

引
き
下
げ
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
係
る
法
整
備
、
国
民
投
票

の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
の
検
討
の
三
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち

前
の
二
つ
は
、
本
来
は
制
定
後
三
年
間
、
す
な
わ
ち
、
平
成
二
十
二
年
五

月
ま
で
に
法
整
備
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
期

限
を
既
に
徒
過
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
改
正
案
は
、
可
及
的
速
や
か
に
こ
れ
ら
三
つ
の
宿
題
に
対
応
し
、

憲
法
改
正
の
手
続
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
本
法
案
の
主
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
選
挙
権
年
齢
等
の
十
八
歳
へ
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
改
正
案
で
は
、
改
正
法
施
行
後
四
年
を
経
過
す
る
ま
で
の

間
は
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
は
二
十
歳
以
上
と
し
、
そ
れ

以
降
は
自
動
的
に
本
則
第
三
条
に
定
め
る
十
八
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
選
挙
権
年
齢
等
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
改

正
法
の
施
行
後
速
や
か
に
、
投
票
権
年
齢
と
選
挙
権
年
齢
の
均
衡
等
を
勘

案
し
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
旨
の
検
討
条
項
を

改
正
法
附
則
に
規
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
に
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
係
る
法
整
備
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

公
務
員
が
行
う
国
民
投
票
運
動
に
つ
い
て
は
、
賛
成
、
反
対
の
投
票
等

の
勧
誘
行
為
及
び
憲
法
改
正
に
関
す
る
意
見
表
明
と
し
て
さ
れ
る
も
の
に

限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
勧
誘
行
為
が

公
務
員
に
係
る
他
の
法
令
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
他
の
政
治
的
行
為
を

伴
う
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
純
粋
な
国
民
投
票
運
動
に
限
っ
て
、
公
務
員
も
こ
れ
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
勧
誘
運
動
、
署
名
運
動
及
び
示
威
運
動

の
企
画
、
主
宰
及
び
指
導
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
に
対
す
る
規
制



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
〇

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
正
法
施
行
後
速
や
か
に
、
公
務
員
の
政
治
的
中

立
性
及
び
公
務
の
公
正
性
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
必

要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
旨
の
検
討
条
項
を
改
正
法
附

則
に
規
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
在
職
中
、
国
民
投
票
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
公
務
員

と
し
て
、
新
た
に
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
公
安
委
員
会
の
委
員
及
び
警
察

官
を
加
え
、
こ
の
違
反
に
対
し
て
は
、
六
月
以
下
の
禁
錮
ま
た
は
三
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

第
三
に
、
国
民
投
票
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
改
正
案
で
は
、
憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
制
度
に
関

し
、
現
行
法
附
則
第
十
二
条
の
検
討
条
項
に
か
え
て
、
改
め
て
、
そ
の
意

義
及
び
必
要
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
旨
の
検
討
条
項
を
改
正
法
附
則
に
規
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
自
由
民
主
党
、
公
明
党
の

実
務
者
で
合
意
し
た
後
、
憲
法
改
正
に
か
か
わ
る
土
俵
づ
く
り
に
関
す
る

重
要
な
法
律
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
派
と
共
同

提
出
し
た
い
と
の
考
え
の
も
と
、
野
党
各
党
と
個
別
に
、
あ
る
い
は
一
堂

に
会
す
る
場
で
、
濃
密
な
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

多
く
の
会
派
の
御
主
張
を
取
り
入
れ
、
当
初
の
与
党
案
に
修
正
を
施
し

た
上
で
御
賛
同
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
自
由
民
主
党
、
公

明
党
に
加
え
て
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
日
本
維
新
の
会
、
み
ん
な

の
党
、
結
い
の
党
、
生
活
の
党
の
七
会
派
で
こ
の
改
正
案
を
共
同
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

以
上
が
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
の
趣
旨
及
び
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
憲
法
審
査
会
会
長
報
告（
平
成
二
六
年
五
月
九
日
）

○
保
利
耕
輔
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
七
党
共
同
提
案
に
よ
る

法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
憲
法
審
査
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果

を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
附
則
第
三
条
、

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
し
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
に
関
し
、
現
行
法
の
本

則
で
は｢

十
八
歳
以
上
」と
さ
れ
て
い
る
投
票
権
年
齢
に
つ
い
て
、
こ
の
法

律
の
施
行
後
四
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は｢

二
十
歳
以
上
」と
し
、
そ
の

後
は
、
自
動
的
に｢

十
八
歳
以
上
」と
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
職
選
挙
法
上
の
選
挙
権
年
齢
等
の
引
き
下
げ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
と
公
職

選
挙
法
上
の
選
挙
権
年
齢
と
の
均
衡
等
を
勘
案
し
、
検
討
を
加
え
、
必
要



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
一

な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
係
る
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

公
務
員
が
行
う
国
民
投
票
運
動
に
つ
い
て
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の
投
票
等

の
勧
誘
行
為
及
び
憲
法
改
正
に
関
す
る
意
見
表
明
に
限
り
、
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
、
た
だ
し
、
当
該
勧
誘
行
為
が
公
務
員
に
係
る
他
の
法

令
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
他
の
政
治
的
行
為
を
伴
う
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
公
安
委
員
会
の
委
員
及
び
警
察
官
は
、
在

職
中
、
国
民
投
票
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
違
反

に
対
し
、
罰
則
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
勧
誘
運
動
等
の
公
務
員
に
よ
る
企
画
等

に
対
す
る
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、

公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
及
び
公
務
の
公
正
性
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か

ら
検
討
を
加
え
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
制
度
に
関
し
、
そ
の

意
義
及
び
必
要
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
四
月
十
日
に
本
審
査
会
に
付
託
さ
れ
、
同
日
提
出
者
船

田
元
君
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
七
日
か
ら
質
疑
に
入
り
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を

行
い
、
昨
日
質
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
質
疑
終
局
後
、
討
論
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
五
月
八
日
）

一　

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
民
法
で
定
め
る
成
年
年

齢
に
先
行
し
て
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
を
目
途
に
、
年
齢
満

十
八
年
以
上
の
者
が
国
政
選
挙
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
る
よ
う
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二　

政
府
は
、
国
民
投
票
の
投
票
権
を
有
す
る
者
の
年
齢
、
選
挙
権
を
有

す
る
者
の
年
齢
、
成
年
年
齢
等
が｢

満
十
八
年
以
上
」に
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
民
に
対
す
る
周
知
啓
発
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三　

政
府
は
、
遅
く
と
も
こ
の
法
律
の
施
行
の
四
年
後
に
は
年
齢
満
十
八

年
以
上
の
者
が
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る

こ
と
に
鑑
み
、学
校
教
育
に
お
け
る
憲
法
教
育
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

四　

公
務
員
等
及
び
教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
国
民
投
票
運
動
の
禁
止

規
定
の
違
反
に
対
し
罰
則
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
。



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
二

五　

地
方
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
つ
い
て
国
家
公
務
員
と
同
様
の
規
制

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
党
の
担
当
部
局
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す

る
こ
と
。

六　

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
国
民
投
票
運
動
を
行
う
公

務
員
に
萎
縮
的
効
果
を
与
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
を
行
う

こ
と
。

七　

憲
法
改
正
国
民
投
票
以
外
の
国
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の

附
則
第
五
項
の
規
定
を
踏
ま
え
、
国
会
の
発
議
手
続
、
国
民
投
票
の
手

続
、
効
力
等
に
関
し
、
本
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
検
討
し
、
結
論
を
得

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

三
、参
議
院
憲
法
審
査
会
会
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
）

○
小
坂
憲
次
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
憲
法
審
査
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
、
民
主
党
・
無
所
属

ク
ラ
ブ
、
日
本
維
新
の
会
、
公
明
党
、
み
ん
な
の
党
、
結
い
の
党
、
生
活

の
党
の
七
会
派
を
代
表
し
、
船
田
元
君
外
七
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
現
行
法
の
附
則
第
三
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
に

定
め
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
三
つ
の
宿
題
に
答
え
て
、
憲
法
改
正
の
手

続
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
国
民
投
票
の
投
票
権
年
齢
が
現
行
法
の
本
則
に
お
い
て

満
十
八
年
以
上
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
四
年
を
経

過
す
る
ま
で
の
間
、
満
二
十
年
以
上
と
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か

に
年
齢
満
十
八
年
以
上
の
者
が
国
政
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
等
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
が
行
う
国
民
投
票
運
動
に
つ
い
て
、
純
粋

な
勧
誘
行
為
及
び
意
見
表
明
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
等

の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

審
査
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
に
対
す
る
質
疑
の
ほ
か
、
新
藤
総

務
大
臣
及
び
谷
垣
法
務
大
臣
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
質
疑
に
お
き
ま
し
て
は
、
投
票
権
年
齢
、
選
挙
権
年
齢
及
び
成

年
年
齢
の
引
下
げ
の
関
係
、
純
粋
な
国
民
投
票
運
動
の
範
囲
、
最
低
投
票

率
の
検
討
の
必
要
性
、
政
府
の
憲
法
解
釈
の
変
更
と
国
民
投
票
の
関
係
等

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
回
に
わ
た
っ
て
参
考
人
よ

り
意
見
聴
取
も
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御

承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
仁
比
聡
平
幹
事
よ
り
反
対
、
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
代
表
し
て
藤
末

健
三
委
員
よ
り
賛
成
、
社
会
民
主
党
・
護
憲
連
合
を
代
表
し
て
福
島
み
ず



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
三

ほ
委
員
よ
り
反
対
、
み
ん
な
の
党
を
代
表
し
て
松
田
公
太
幹
事
よ
り
賛
成

の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
一
一
日
）

一
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
は
、
主
権
者
た

る
国
民
が
そ
の
意
思
に
基
づ
き
憲
法
に
お
い
て
国
家
権
力
の
行
使
の
在

り
方
に
つ
い
て
定
め
、
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る

と
い
う
日
本
国
憲
法
を
始
め
と
す
る
近
代
憲
法
の
基
本
と
な
る
考
え
方

で
あ
る
立
憲
主
義
に
基
づ
い
て
、
徹
底
的
に
審
議
を
尽
く
す
こ
と
。

二
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
は
、
日
本
国
憲

法
の
定
め
る
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
及
び
恒
久
平
和
主
義
の

基
本
原
理
に
基
づ
い
て
、
徹
底
的
に
審
議
を
尽
く
す
こ
と
。

三
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
憲
法
審
査
会
に
お
い
て
は
、
日
本
国
憲

法
の
定
め
る
憲
法
の
最
高
法
規
性
並
び
に
国
民
主
権
及
び
間
接
民
主
制

の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
立
法
措
置
に
よ
っ
て
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
審
議
を
尽
く
す
こ
と
。

四
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
政
府
に
あ
っ
て
は
、
憲
法
を
始
め
と
す

る
法
令
の
解
釈
は
、
当
該
法
令
の
規
定
の
文
言
、
趣
旨
等
に
即
し
つ
つ
、

立
案
者
の
意
図
や
立
案
の
背
景
と
な
る
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
、ま
た
、

議
論
の
積
み
重
ね
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
全
体
の
整
合
性
を
保
つ
こ

と
に
も
留
意
し
て
論
理
的
に
確
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
政
府
に

よ
る
憲
法
の
解
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
論

理
的
な
追
求
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
諸
情
勢
の
変

化
と
そ
れ
か
ら
生
ず
る
新
た
な
要
請
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ

る
と
し
て
も
、
な
お
、
前
記
の
よ
う
な
考
え
方
を
離
れ
て
政
府
が
自
由

に
当
該
解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な

く
、
仮
に
政
府
に
お
い
て
、
憲
法
解
釈
を
便
宜
的
、
意
図
的
に
変
更
す

る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
す
れ
ば
、
政
府
の
解
釈
ひ
い
て
は
憲
法
規
範

そ
の
も
の
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
か
ね
ず
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
前
提
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
従
前
の
解
釈
を
変
更
す
る
こ
と

が
至
当
で
あ
る
と
の
結
論
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る

こ
と
が
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
政
府
自
身
も
憲
法
の
解
釈
の
変
更
に
関
す
る
審
議
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
十
分
に
踏
ま
え
る
こ
と
。

五
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
政
府
に
お
い
て
は
、
前
項
に
基
づ
き
、

解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
立
憲
主
義
及
び
国
民
主
権
の
原
理
に
基
づ
き
、

憲
法
規
範
そ
の
も
の
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
保
持
し
、
か
つ
、
日
本



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
四

国
憲
法
を
国
の
最
高
法
規
と
す
る
法
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
、
取
り
組

む
こ
と
。

六
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
憲
法
の
最
高
法
規
性
及
び
国
民
代

表
機
関
た
る
国
会
の
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
の
地
位
に
鑑
み
、
政
府

に
あ
っ
て
は
、
憲
法
の
解
釈
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
解

釈
の
変
更
の
案
及
び
第
四
項
に
お
け
る
政
府
の
憲
法
解
釈
の
考
え
方
に

係
る
原
則
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
、
国
会
で
の
審
議
を
十
分
に
踏
ま
え

る
こ
と
。

七
、
選
挙
権
年
齢
に
つ
い
て
は
、
民
法
で
定
め
る
成
年
年
齢
に
先
行
し
て

本
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
を
目
途
に
、
年
齢
満
十
八
年
以
上
の
者
が

国
政
選
挙
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八
、
選
挙
権
年
齢
に
係
る
法
制
上
の
措
置
の
検
討
に
際
し
て
は
、
憲
法
前

文
に
お
い
て
国
民
主
権
と
間
接
民
主
制
の
原
理
を
と
も
に
人
類
普
遍
の

原
理
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
等
を
十
全
に
踏
ま
え
て
取
り
組
む

こ
と
。

九
、
政
府
は
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
を
有
す
る
者
の
年
齢
、
選

挙
権
を
有
す
る
者
の
年
齢
、
成
年
年
齢
等
が｢

満
十
八
年
以
上
」に
引
き

下
げ
ら
れ
る
場
合
、
国
民
に
対
す
る
憲
法
改
正
手
続
や
国
民
投
票
制
度

に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
周
知
啓
発
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

十
、
政
府
は
、
遅
く
と
も
本
法
律
の
施
行
の
四
年
後
に
は
年
齢
満
十
八
年

以
上
の
者
が
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
投
票
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
こ

と
に
鑑
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
憲
法
教
育
等
の
充
実
及
び
深
化
を
図

る
こ
と
。

十
一
、
政
府
は
、
公
務
員
等
及
び
教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
国
民
投
票

運
動
の
規
制
に
つ
い
て
、
表
現
の
自
由
、
意
見
表
明
の
自
由
、
学
問
の

自
由
、
教
育
の
自
由
等
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
等
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
と
許
容
さ
れ
る
行

為
を
明
確
化
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
二
、
公
務
員
等
及
び
教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
国
民
投
票
運
動
の
禁

止
規
定
の
違
反
に
対
し
罰
則
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
。

十
三
、
地
方
公
務
員
の
政
治
的
行
為
に
つ
い
て
国
家
公
務
員
と
同
様
の
規

制
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
党
の
担
当
部
局
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と

す
る
こ
と
。

十
四
、
政
府
は
、
本
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
国
民
投
票
運
動
を
行
う
公

務
員
に
萎
縮
的
効
果
を
与
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
を
行
う

こ
と
。

十
五
、
本
法
律
の
附
則
第
四
項
に
定
め
る
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
勧
誘
運

動
等
の
公
務
員
に
よ
る
企
画
等
に
対
す
る
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
際
に
は
、
そ
の
規
制
の
必
要
性
及
び
合
理
性
等
に
つ
い
て
十



日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七
五

全
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

十
六
、国
民
投
票
運
動
が
禁
止
さ
れ
る
特
定
公
務
員
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

適
宜
検
証
を
行
う
こ
と
。

十
七
、一
般
的
国
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
法
律
の
附
則
第
五
項
の

規
定
を
踏
ま
え
、
国
会
の
発
議
手
続
、
国
民
投
票
の
手
続
、
効
力
等
に

関
し
、憲
法
審
査
会
に
お
い
て
検
討
し
、結
論
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
八
、
最
低
投
票
率
制
度
の
意
義
・
是
非
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
憲
法
改

正
国
民
投
票
に
お
い
て
国
民
主
権
を
直
接
行
使
す
る
主
権
者
の
意
思
を

十
分
か
つ
正
確
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
及
び
憲
法
改
正
の
正

当
性
に
疑
義
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
速
や
か

に
結
論
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
九
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
有
料
広
告
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
自
主
的
な
努
力
を
尊
重
し
つ
つ
、
憲
法

改
正
案
に
対
す
る
賛
成
・
反
対
の
意
見
が
公
平
に
扱
わ
れ
る
よ
う
、
そ

の
方
策
の
検
討
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

二
十
、
本
附
帯
決
議
で
新
た
に
付
さ
れ
た
項
目
を
含
め
、
日
本
国
憲
法
の

改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
制
定
時
の
附
帯
決
議
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

そ
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
各
項
目
を
精
査
し
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


